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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アスファルト再生骨材の凍上抑制層材料としての有効利用として発表します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・道北地域のアスファルトプラントの形式は再生率が概ね20%のⅣ型プラントが多数を占め再生骨材
の使用量が少ない傾向にあります。
・また、アスファルトの中間処理施設では受入量に比べて、再生量が少ない現状にあります。
・ストックヤードが減少しこれ以上の受け入れが困難な施設もでてきています。
・Aｓ再生骨材は、As舗装材料への有効利用が望ましいところですが、新たな利用方法の検討が必要な状況にあります。
・本日は、As再生骨材の凍上抑制層材料としての検討を行った結果を報告します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・稚内開発建設部管内の中間処理施設の現況です。
・使用量が少なく、発生量のほうが多い年もあるため、H28年度で10万トンもアスファルト発生材がストックされている状態です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・中間処理施設の状況です。
・この山の箇所だけではなく、地面もアスファルト発生材の堆積物となっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・研究の目的
・試験内容
・試験項目
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・試験施工の概要です。
・凍上抑制層厚さは15cmです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Aｓ再生骨材（40mm級）と切込砕石（８0mm級）の使用材料の比較です。
・北海道開発局道路・河川仕様書に記されている路盤材料の品質規格値ですが、
洗い試験における4.75mm以下に対する0.075mm通過率15％以下を満足する5.16％となっており、この値は切込砕石80mm級よりも小さい値になっています。
・粒度分布につきましてもAs再生骨材40mm級は切込砕石80mm級とおおむね同等の粒度分布をとなっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・施工性の評価です。

機械編成と転圧回数は切込砕石と同様で、転圧には振動コンパインドローラーと振動タイやローラを使用しています。
転圧回数はそれぞれ5回と7回です。
締め固め度ですが、切込再生が92.6％に対しAｓ再生骨材97.6％と高い締め固め度を得ることができています。
作業性については実施した施工業者にヒアリングを実施したところ、As再生骨材を用いた施工性の低下ははなく
良好な施工が行えたと回答を得ています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・路盤材としての支持力の評価ですが
支持力を確認する一般的な方法として「現場CBR試験」や「平板載荷試験」を用いますが
今回は現道上の施工であり、狭いスペースで簡易かつ迅速に支持力を確認できるDCP試験を用いて行いました。
・DCP試験とは「動的円錐貫入試験機」であり、円錐の貫入量から地盤の支持力CBRを簡易的に推定するもので
対象は路床・路盤・凍上抑制層となっています。
・８Kgのハンマーを57.5cm落下させることにより、コーンのついた試験機を対象とする路盤に貫入させて、その貫入量から
地盤の支持力を簡易的に推定するものです。
・両材料とも深さ方向に均一に支持力が得られており良好な品質で施工が行われていることが確認できました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
DCP試験の取りまとめ
6箇所ずつ行い平均値と最大、最小値を示しています。
As再生骨材は高い値を示し、バラツキも小さい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・舗装体としての支持力の評価です。
・FWD試験はウエイトを落下させひずみをセンサーで測定することにより、非破壊で舗装体の支持力を測定する装置です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
D0はウエイトの落下直下のところ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
D0からD8は2mある。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
横断は春と秋に測定している。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アスファルト再生骨材は温度の上昇により、支持力が下がることがわかっている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まとめです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・留萌市において平成22年度にトラフの基礎材として使用しています。
施工後の写真は取り付け道路で活荷重があるところですが明確な段差は確認されていません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・浜猿防災の管理用道路です。
・浜猿防災では本線下層路盤の一部でもAs再生骨材を試験的にしようしています。
・管理用道路ですが、施工は敷均しのみですが、車両の通行などにより一部で固結されていることが確認されています。　
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